
エコLOGI シリーズ®

無事故プログラムDR®を活用した
安全運転意識向上のためのサービス

ロジスティックソリューション

「アルコールチェッカー連携」 

通信機能装備のドライブレコーダーを活用した利用型サービスです。
「遠隔地や、出庫・帰庫時における飲酒検査」をリアルタイムで実施し、
アルコール測定やIT点呼により、安全運転の強化を推進します。

アルコールチェック確認

実施日時：2010年 2月1日
   1 時 00分
名　　前：山田　太郎
車　　輌：横浜う00-00
場　　所：板橋区東新町１丁目

アルコール検査結果：OK
本人を確認してください
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サービスメニュー

サービスの特長

改良のため予告なしに性能・仕様を変更することがあります。 また商品の色は印刷の都合により多少異なることがあります。

●お問い合わせ先日本ユニシス株式会社
本社 東京都江東区豊洲 1-1-1 〒135-8560
電話 03-5546 - 4111（大代表）
http: //www.unisys.co.jp

※記載の会社名、製品名およびシステム名は各社の登録商標または商標です。

運用イメージ

● ドライブレコーダーとアルコールチェッカー、携帯電話ネットワークを活用
● アルコール測定の結果を、位置情報や時間、画像で記録
● リアルタイムで安全運行管理者が測定結果を確認、点呼記録への反映も可能

各サービスの概要

アルコールチェッカー
単体提供サービス

ポータブル型のアルコールチェッカーを単体で提供します。事業所内でも車内でも、場所を選ばず、アル
コールの検査を実施できます。

ＩＴ連携サービス
アルコールチェッカーをパソコンもしくはドライブレコーダー（※1）と接続するだけで、インターネットもしく
は携帯通信を経由して、日本ユニシスのデータセンターに検査結果データが保存されます。また、データ
センターへはパソコンのブラウザでアクセスでき、アルコール検査結果の管理や帳票の出力を簡単に実
施できます。また、点呼記録への反映も可能です。

なりすまし防止
サービス

ＩＴ連携サービスの追加機能として、パソコンのＷＥＢカメラやドライブレコーダー（※1）の車載カメラにて、
アルコール検査時の画像を撮影します。事務所内や車内において運転手１人でアルコール検査を実施す
る際に、本人以外のなりすましをチェックすることが可能になります。

（※1）日本ユニシスから提供のドライブレコーダー（無事故プログラムＤＲ®）と接続することが前提となります。

※運用イメージは下図参照

※運用イメージは下図参照

なりすまし防止
サービス

ＩＴ連携サービス

安全運行管理
担当者

アルコールチェック確認
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実施日時：2010年 2月1日
   22 時 30分
名　　前：山田　太郎
車　　輌：横浜う00-00
場　　所：板橋区東新町１丁目

アルコール検査結果：OK

※画面はイメージです

アルコールチェック確認

実施日時：2010年 2月1日
   1 時 00分
名　　前：山田　太郎
車　　輌：横浜う00-00
場　　所：板橋区東新町１丁目

アルコール検査結果：OK
本人を確認してください
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※画面はイメージです

ドライバー

検査情報携帯網通信
（飲酒検査日時、場所、ドライバー名、

車両NO、飲酒状況）

ドライバー

ドライバー

検査情報携帯網通信
（飲酒検査日時、場所、ドライバー名、

車両NO、飲酒状況、写真）

運転日報表示・印書

ドライバー
運転日報表示・印書

アルコール検査動画

ドライブレコーダー PC

アルコールチェッカー

or

データ

アプリケーション

データセンター
日本ユニシス

アルコールチェッカー

ドライブレコーダー
+

車載カメラ

ＰＣ
+

Webカメラ
or

アルコールチェック
確認（写真なし）
飲酒検査状況一覧表示

アルコールチェック確認＋
本人・成りすまし確認
飲酒検査状況一覧表示

運転日報に
検査記録反映

運転日報に
検査記録反映

長時間勤務や複数日にまたがる勤務の場合でも、ドライバー別に、検査した
場所や時間、安全運行管理者の確認結果を保存、運用の簡便化が図れます。

アルコール測定時の画像を確認することで、より安全な飲酒管理の体制
を運用することが可能となります。
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